
【平成２６年度 適性検査Ⅱ 解答例】（桐蔭中学校）

研究１ 課題１ （例）

大勢の人たちが、それぞれの得意分野で参加し、その人たちの夢や希

望、期待を込めて作られたものであるから。

課題２ （例）

中小工場は、全体の七割の人が働いており、大工場と同じぐらいの生

産額である。このことから一人あたりの生産額は少ないといえる。し

かし、日本の工場の大部分をしめる中小工場は、さまざまな工業の生

産を行い、軽工業では高い生産額を上げるなど、日本の工業にとって

大切な役割を果たしている。

研究２ 課題１
黄色の面 Ｓ極

きまり

（例）青色の面が、いつも北を向くように動く。

課題２ （例）

実験１を終えて

発光ダイオード②が光ったので、イとウには電気を通すものが

つながっている。

実験２を終えて

イは電気を通すものなのに発光ダイオード①が光らないので、

発光ダイオード①につなぐ電池の向きは逆である。

実験３を終えて

電流の向きを実験２と逆にしたのに発光ダイオード①が光らな

いので、アには電気を通さないものがつながっている。

ア イ ウ

木の棒 アルミニウムの棒 アルミニウムの棒

ガラスの棒 １０円玉 １０円玉

スプーン スプーン

研究３ 課題１ （例）

午前１０時から午後２時２５分まで ４時間２５分（２６５分）

開会式、閉会式、休けいと昼休けいで

５＋５＋１５＋６０＝８５ ８５分

発表の総時間 ２６５－８５＝１８０ １８０分

各学年の発表時間の平均は、３・４年生の時間となるので

３・４年生 １８０÷６＝３０ ３０分

１・２年生 ３０－５＝２５ ２５分

５・６年生 ３０＋５＝３５ ３５分

４年生までは、

５＋３０＋２５＋１５＋３５＋２５＋６０＝１９５ （３時間１５分）

午前１０時から３時間１５分後は、午後１時１５分。

午後（１）時（１５）分



１３㎝

課題２ （例）

仮に、５年生と６年生の人数を半数の２１人とすると、並べるいすは

３１５きゃく。６年生の人数を１人ずつ増やして考えると、いすの数

は次のようになる。

５年生の人数（人） ２１ ２０ １９

６年生の人数（人） ２１ ２２ ２３

５年生が並べるいすの数（きゃく） １２６ １２０ １１４

６年生が並べるいすの数（きゃく） １８９ １９８ ２０７

いすの合計（きゃく） ３１５ ３１８ ３２１

５年生（１９）人、６年生（２３）人

研究４ 課題１ （例）

水の中にしずんでいるレンガブロックの体積と水の体積の合計

３０×６０×（１０－１）＝１６２００

水の中にしずんでいるレンガブロックの体積

２０×１２×９＝２１６０

水の体積 １６２００－２１６０＝１４０４０

水そうの底面積 ３０×６０＝１８００

レンガブロックを入れる前の水の深さ１４０４０÷１８００＝７．８

水の深さ（７．８）ｃｍ

課題２ （例）



研究５ 課題１ （例）

あきらさんの家から学校までの道のり ０.６×４５５０＝２７３０

みどりさんの家から学校までの道のり ０.５×２３４０＝１１７０

あきらさんの家からみどりさんの家までの道のり

２７３０－１１７０＝１５６０

あきらさんの家からみどりさんの家までかかる時間 ２０分

あきらさんの歩く速さ １５６０÷２０＝７８

あきらさんが家から学校までいくのにかかる時間

２７３０÷７８＝３５

午前７時２０分から３５分後は、午前７時５５分。

午前（７）時（５５）分

課題２ （例）

家から郵便局までの道のり ７０×１０＝７００

家から病院までの道のり ７０×５＝３５０

バスが郵便局から病院まで進むのにかかった時間は１分なので

バスの速さ （７００－３５０）÷１＝３５０

バスがたけしさんの家から郵便局まで進んだ道のり

３５０×１０＝３５００

家から学校までの往復の道のり ３５００＋７００＝４２００

家から学校までの道のり ４２００÷２＝２１００

（２１００）ｍ


